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守
屋
貴
子
議
員
（
民
主
・
連
合
・
社
民
）

　

プ
レ
ー
パ
ー
ク
は
、
子
ど
も

た
ち
が
木
な
ど
の
自
然
物
を
使

い
「
自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊

ぶ
」
こ
と
を
基
本
と
す
る
遊
び

場
で
あ
る
。
本
市
で
も
北
部
を

中
心
に
開
催
さ
れ
好
評
で
あ
り
、

市
内
全
域
で
の
開
催
が
待
ち
望

ま
れ
る
。
市
は
行
徳
地
域
に
も

活
動
を
広
げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

ま
た
、
拠
点
場
所
づ
く
り
の
支

北
部
中
心
に
好
評 

市
内
全
域
で
開
催
を

行
徳
地
域
で
も
開
催
を
支
援
し
て
い
く

「プレーパーク」活動

援
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
る
か
。

答　

プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
開
催
に

は
一
定
規
模
を
有
す
る
都
市
公

園
等
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

行
徳
地
域
に
つ
い
て
も
関
係
部

署
と
協
議
・
調
整
し
つ
つ
、
開

催
に
向
け
支
援
し
て
い
き
た
い
。

拠
点
場
所
づ
く
り
は
、
都
市
公

園
で
の
常
設
使
用
は
難
し
い
状

況
で
あ
る
が
、
関
係
部
署
と
今

後
の
支
援
策
を
研
究
し
た
い
。

松
永
修
巳
議
員
（
緑
風
会
）

　

原
木
２
丁
目
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
は
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
、
防
災

対
応
の
向
上
や
緑
地
の
確
保
等

良
好
な
環
境
を
備
え
た
土
地
利

用
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
事
業
の
進
捗
、
見
通
し

及
び
地
権
者
有
志
か
ら
の
技
術

的
援
助
の
請
求
の
対
応
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
方
を
問
う
。

土
地
区
画
整
理
事
業 

進
捗
と
見
通
し
は

合
意
形
成
に
苦
慮 

意
向
の
再
度
把
握
も

原木２丁目地区の街づくり

答　

本
事
業
は
過
去
２
回
頓
挫

し
て
い
る
が
、
市
は
平
成
22
年

の
技
術
的
援
助
の
請
求
を
受
け
、

事
業
計
画
立
案
の
指
導
等
を
行

っ
て
い
る
。
事
業
協
力
会
社
か

ら
は
、
地
権
者
の
合
意
形
成
に

苦
慮
し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ

る
が
、
請
求
か
ら
約
４
年
が
経

過
し
て
お
り
、
地
権
者
の
意
向

を
再
度
把
握
す
る
こ
と
も
対
応

の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

佐
藤
幸
則
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

信
篤
地
域
の
歩
道
に
は
、
少

量
の
降
雨
で
も
冠
水
す
る
場
所

や
、車
道
か
ら
水
が
流
れ
込
み
、

溜
ま
っ
て
し
ま
う
場
所
が
あ
る
。

該
当
箇
所
の
中
に
は
通
学
路
も

あ
り
、
安
全
面
か
ら
も
早
期
の

対
応
が
望
ま
れ
る
が
、
改
善
策

に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

本
地
域
で
は
、
住
宅
系
へ

の
土
地
利
用
転
換
が
進
ん
だ
こ

安
全
面
か
ら
も
早
期
の
改
善
を

雨
天
時
に
現
場
調
査
し
対
策
を
検
討
す
る

信篤地域の歩道冠水

と
に
よ
り
雨
水
の
流
出
量
が
増

え
、
た
び
た
び
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
県

は
高
谷
川
最
下
流
に
新
た
な
排

水
機
場
の
建
設
を
進
め
て
い
る

他
、
市
も
外
環
道
路
工
事
に
合

わ
せ
て
雨
水
管
等
の
整
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現

時
点
で
の
対
策
と
し
て
は
、
雨

天
時
に
現
場
の
状
況
を
調
査
し
、

現
場
ご
と
に
検
討
し
て
い
く
。

松
葉
雅
浩
議
員
（
公
明
党
）

　

市
内
に
は
、
東
山
魁
夷
記
念

館
、
芳
澤
ガ
ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ

ー
等
、
数
多
く
の
文
化
施
設
や

観
光
拠
点
が
あ
る
が
、
そ
の
中

に
は
真
間
地
域
の
よ
う
な
交
通

不
便
地
域
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

文
化
の
ま
ち
を
掲
げ
る
本
市
と

し
て
、
市
内
の
文
化
施
設
や
観

光
拠
点
を
巡
る
観
光
循
環
交
通

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

文
化
の
ま
ち
掲
げ
る
本
市 

導
入
の
考
え
は

文
化
施
設
巡
回
バ
ス 

試
験
的
運
行
し
た
い

観光循環交通

答　

本
市
の
観
光
資
源
は
広
く

点
在
し
て
お
り
、
ル
ー
ト
設
定

等
の
課
題
か
ら
定
期
的
な
観
光

循
環
交
通
の
導
入
は
難
し
い
。

そ
こ
で
、
東
山
魁
夷
記
念
館
、

芳
澤
ガ
ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
結
び
、

周
辺
の
観
光
案
内
も
視
野
に
入

れ
た
文
化
施
設
巡
回
バ
ス
等
の

期
間
を
限
定
し
た
試
験
的
な
運

行
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
た
い
。

中
村
義
雄
議
員
（
公
明
党
）

　

高
齢
社
会
で
は
、
患
者
が
治

療
で
完
全
に
回
復
し
て
社
会
復

帰
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
治
療

後
の
生
活
を
含
め
た
地
域
完
結

型
医
療
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
医
療
機
関

の
連
携
推
進
や
在
宅
医
療
へ
の

支
援
拡
充
を
要
す
る
と
考
え
る

が
、
市
の
認
識
は
ど
う
か
。

答　

本
市
で
は
、
在
宅
医
療
の

医
療
機
関
連
携
と
支
援
拡
充
の
考
え
は

既
存
シ
ス
テ
ム
活
用 

拡
充
は
要
望
を
検
討

在宅医療

医
師
等
が
患
者
の
生
活
状
況
等

を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
お
り
、
医
療
機
関
相
互
の

情
報
共
有
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
く
。

在
宅
医
療
支
援
と
し
て
は
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
等
を
活
用
し
て
施

設
の
周
知
や
医
療
機
関
相
互
の

連
携
を
進
め
て
い
る
。
拡
充
は

事
業
委
託
先
で
あ
る
医
師
会
か

ら
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

荒
木
詩
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、

と
り
わ
け
塩
浜
地
域
は
高
齢
化

の
進
行
が
早
い
地
域
で
あ
る
と

考
え
る
。
塩
浜
地
域
に
お
け
る

高
齢
化
の
現
状
と
課
題
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

答　

塩
浜
地
域
の
高
齢
化
率
は

24
・
32
％
と
市
内
全
体
よ
り
進

ん
で
い
る
他
、
地
域
的
に
も
交

進
行
早
い
地
域 

今
後
の
対
応
は

歩
け
る
距
離
に
支
援
基
盤
の
整
備
図
る

塩浜地域における高齢化

通
ア
ク
セ
ス
が
良
い
と
は
言
い

難
い
。
市
は
平
成
26
年
度
か
ら

地
域
住
民
と
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
協
働
で
出
張
窓
口

を
開
い
て
お
り
、
今
後
は
、
歩

い
て
通
え
る
距
離
に
、
地
域
住

民
や
多
様
な
担
い
手
が
運
営
主

体
と
な
る
場
の
創
出
を
目
指
し
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と

連
携
し
て
介
護
予
防
や
生
活
支

援
の
基
盤
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

大
場　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

市
営
住
宅
の
高
齢
化
率
が

30
％
を
超
え
、
自
治
会
の
役
割

が
果
た
せ
な
い
等
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
立
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
。
市
営
住
宅
を
含
め

た
高
齢
者
の
住
宅
の
施
策
や
街

づ
く
り
に
対
す
る
市
の
施
策
は
、

市
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
問
題

で
あ
る
。
今
後
を
含
め
、
市
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

高
齢
者
が
生
活
し
や
す
い
地
域
社
会
に

高齢者住宅

答　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
市

営
住
宅
を
含
め
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
住
宅
環
境

の
整
備
が
急
務
で
あ
る
。
今
後

は
、
高
齢
者
が
活
発
に
行
動
し

や
す
い
街
の
環
境
整
備
や
、
必

要
な
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の

整
備
等
を
行
い
、
関
係
部
署
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者

が
生
活
し
や
す
い
地
域
社
会
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

谷
藤
利
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

本
市
の
地
域
福
祉
計
画
に
は
、

公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

共
に
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創

出
と
助
け
合
い
の
基
盤
づ
く
り

が
重
要
と
あ
る
。
小
学
校
区
ご

と
に
地
域
に
開
か
れ
た
拠
点
、

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
相
談
窓
口

を
置
き
、「
声
な
き
声
を
救
い
上

げ
る
」
公
民
共
同
の
取
り
組
み

を
更
に
強
化
で
き
な
い
か
。

声
な
き
声
救
い
上
げ
る
取
り
組
み
充
実
を

状
況
把
握
し
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
図
る

地域福祉

答　

市
は
14
地
区
で
地
域
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
展
開
し
、
各
拠
点

に
相
談
員
を
配
置
し
て
い
る
。

拠
点
に
寄
せ
ら
れ
る
情
報
は
地

域
関
係
者
等
で
共
有
を
図
る
他
、

行
政
と
の
関
わ
り
が
薄
く
気
づ

か
れ
て
い
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス

等
の
情
報
は
、
訪
問
等
で
状
況

を
把
握
し
た
上
で
適
切
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、

き
め
細
か
く
取
り
組
み
た
い
。

住
宅
・
街
づ
く
り
施
策
の
今
後
は

石
原
よ
し
の
り
議
員
（
民
主
・
連
合
・
社
民
）

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心

し
て
自
立
し
た
老
後
を
送
る
単

身
や
高
齢
者
世
帯
の
生
活
支
援

を
目
的
と
し
て
、
市
は
高
齢
者

向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
る
。
個
人
商
店
等
が
廃
業

し
て
い
く
状
況
の
中
で
配
食
サ

ー
ビ
ス
の
重
要
性
は
増
し
て
き

て
い
る
と
考
え
る
が
、
事
業
の

課
題
と
今
後
の
展
望
は
ど
う
か
。

答　

近
年
、
民
間
事
業
者
が
多

数
参
入
し
て
き
た
こ
と
等
か
ら
、

市
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は

約
５
０
０
人
と
若
干
の
減
少
傾

向
に
あ
る
。
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
高
齢
者
の
見

守
り
等
に
関
す
る
協
定
締
結
に

向
け
た
協
議
を
行
う
等
、
今
後

は
民
間
事
業
者
と
の
協
定
を
進

め
、
地
域
の
見
守
り
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高齢者向け配食サービス
重要性増している 課題と展望は

民間参入で苦戦 見守りの輪広げたい
金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

平
成
27
年
度
開
始
の
市
の
次
期

介
護
保
険
事
業
計
画
も
要
支
援

の
高
齢
者
を
市
が
実
施
す
る
新

し
い
総
合
事
業
に
移
行
さ
せ
る

と
し
て
い
る
が
、
ス
ム
ー
ズ
に

実
施
で
き
る
か
不
安
で
あ
る
。

国
は
総
合
事
業
の
基
準
を
定

め
、
市
も
本
人
の
意
向
を
尊
重

し
て
必
要
な
支
援
が
保
障
さ
れ

る
事
業
と
し
て
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

国
の
新
た
な
基
準
で
は
、

予
防
給
付
か
ら
総
合
事
業
へ
の

移
行
に
要
す
る
費
用
を
賄
え
る

よ
う
、
従
前
の
実
績
を
勘
案
し

た
上
限
設
定
と
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
移
行
後

も
現
行
と
同
様
に
適
切
な
支
援

を
行
え
る
よ
う
、
地
域
支
援
事

業
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

介護保険事業計画
総合事業への移行に向け 市の考えは

現行と同様に適切な支援を行う

こ ど も

福 祉

道 路 ・ 交 通 街づくり


